
MITSUBISHI 


兰菱オーブンレンジ（家庭用） 

形名 RO-S22, RO-SH22, RO-YS2 1 


•ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しくち全にお使いください。 
•保証書は「お買上げ曰•，眼売店名」などの記入を確かめて、，眼売店か5お受取りください。 
•取扱説明書と保証書は大切に保をしてください。 












如熱のしくみ 


レンジ加熱 


電波で食品を内と外か!5同時に加熱 

電波び食品に当たると、食品の水分に吸収され、水の分子にまさつ運動び起こります。 
その結果、熱び発生して、食品は内側と外側から同時に加熱されます。 


(あたため-おべんとう-ミルク-解凍-レンジ強/弱 キー） 


電波の性質 

吸収 


知苗 


食品や水分に吸収されます。 


透過 



^ ^ 

ガラス、陶器は通り抜けます。 


反射 



金属に当たると反射します。 

^レンジ加熱では使えません。^ 
i 乂花の原因。 / 


オーブン 

上下ヒーターで包むように外側から加熱 

(あつたかパン•才ーブンキー ） 



ケーキなどのお菓子をふつくら焼さ上げます。 


グリル-トースト 

高温の上下ヒーターで表面にこげめをつける 

( トースト*グラタン*両面グリル キー） 



I -ースト、グラタンなどをこんびり焼き上げます。 


ご使用の前に 加熱のしくみ 
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加熱のしくみ . 

安全のために必ずお守りください 

各部のなまえ本体 . 

操作パネル . 

付属品 . 

準備（カラ焼き） . 

使える容器•使えない容器 . 

あたため . 

卜—スト . 

おべんとう . 

ミルク . 

あったかパン/グラタン . 

解凍 . 

レンジ強/弱 . 

野菜の下ごし5え . 

3 —ブン . 

オーブン（発酵） . 

両面グリル . 

手動で加熱する場合の時間のめやす 

お手入れ . 

故障かな？と思った5 . 

保証とア フターヴー ビス . 

仕様 . 


ご使用の前に 


ふだんの使い方 

(自動キー） 


お好みの使い方 

(手動キー） 


こんなとをは 


保証など 


メニユー集 


メニュー索引 


おそ5ざい 

レタスの温サラダ . 30 

キャベツとウイン ナーのスープ 煮…3 日 

あさりの酒むし . 30 

マカ□ニグラタン . 32 

冷凍グラタン . 32 

冷凍ピヴ . 32 

さけのホイル焼き . 33 

とりの照り焼き . 33 


ごはん•卵•ちち-いち 


茶わんむし . 31 

赤飯 . 31 

焼きいも . 33 

焼きもち . 33 


お菓子 

あべかわもち . 29 

スポンジケーキ . 34 

型抜さクッキー . 35 

飲みらの 

コーヒー . 29 


メニユ—集 


•29 〜35 


ご使用の前にを<じ 
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_ 分解禁止 

感電•発火-けがの原因^ 

* 修理は、お買上げの販売店または「兰 
菱電機修理窓口 -ご相談窓口」にご 
相談ください。 


ピン • 針金 • 金属物など、 

異物を入れない 

うぃ f り 

電.卢— u イ施. 禁止 


感電-けがの原因 

* 異物び入ったとさは、電源プラグを 
抜いて、お買上げの販売店または 
「兰菱電機修理窓□-ご相談窓口」 


V 

-■…ハ'-- - ノ 

A : BSC >1 - 


A 警告 

f アースを確実に取付ける 

故障-漏電のときに感電の原因 

e 1 

ァース線接続 

アース端子つさコンセントがある 

アース端子つさコンセントがない 1 


アース線の先端の皮をむ 
いて、アース端子に確実 
に固定する。 



お買上げの販売店にアースエ事（□種接地 
工事）をご相談ください。 

アースエ事は「電気工事±」の資格が必要 
です。 


• ガス管、水道管、避雷針、電話線のア- 
線には接続しない。 

感電•爆発-引火の原因 


-ス 


ミ主意 

AM 

A i ! 

A is 


& 禁止 

ア-ス線接続 

题 分解禁止 

指況こしたびう 

题) 接触禁止 

^電源乃グを抜く 


A ち 


分解•修理•改造はしない 吸 • 


安をのために必ずお守りください一 


■誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。 


A 筒埃 

誤った取扱いをしたとさに、死 t や重傷に結びつくちの 

A 警告 

誤った取扱いをしたとさに、死 t や重傷に結びつく可能性びあるちの 

A 注意 

誤った取扱いをしたときに、傷害または家屋•家財などの損害に結びつくもの 


■本夕中の図記号の意味は次のとおりです。 （本体表示) 


ミ 


こ 

の 

な 

穴 

参 

間 

さ 

や 

□ 

気 

bh 

g 


ご使用の前に 安全のために必ずお{マりくだをい 
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A 警告 


お子さまだけで使わせない 
幼児の手の届くところで使わない 



Q 

禁止 


やけど-感電-けがの原因 


熱に弱し、物を近づけない 


Ci 


Q 


•たたみ、じゅうたん、冷蔵庫、 禁止 
テーブルク□スなどの上に置かない。 
•燃えやすい物、力一てン、スプレー吿 
などを近づけない。 

ヒーター加熱時の高溫で火災-破裂の原因 


電源コード-プラグを傷つけない 


柄二 


傷んだ電源コード-プラグや 
差込みのゆるいコンセントは使わない 




-レ-./-. 


重い物をのせたり、折ったり、束ねたり 
すると、破損して感電•発火の原因 



Q 

使用禁止 


調理中に電源プラグを抜差ししない 


お手入れのときは電源プラグを抜く 



0 

禁止 



C 

プラグを抜く 


感電-火災の原因 


• お手入れは本体び冷めてから行う。 
• めれた手で抜差ししない。 

感電-けがの原因 


電源は交流1 00 V で定格1 5 Am 上の 
コンセントを単独で使5 


電ミ原プラグの刃および 
刃の取付面のほこりをとる 




L?n 


〇 

コンセントの 
単独使用 


他の器具と併用したり、机や家具のコン 
セント、延長コードを使うと、異常発熱 
して発火-火災の原因 



〇 

ほこりをとろ 


ほこりが付着していると、火災の原因 


ご使用の前に ま全のために必ずお守りください 
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A 注意 


庫内の包装材は、使用前に取出ず 


〇 

包装材は取る 


焦げ-変形-発乂を防ぐため 


吸気□-排気□をふさがない 


乂災の原因 


=吸気 □• 排気口 
は9ページを参 
照、してください。 



水平で丈夫な場所に置く A 

振動 • 騒音を防ぐため 

場所に置< 

* 置台は壁に固定することをおすすめします。 
4輪キャスター付さ置台は不安定なため、 
おすすめでさません。 


電源コードを排気□や 
温度の局い部分1し 
近づけない 


感電-火災の原因 


Q 

近づけ禁止 


乂気の近くや水のかかるところに 
置かない 


レ' 

每 


電源プラグを持って抜く 


感電-漏電の原因 

壁との間をあける 

•排気び壁に直接あたらないように据付ける。 

過熱による発乂の原因 

• 窓ガラスの場合、排気 □ ( 9ぺージ参照）と 
20 cml ^^( 上離す。 

温度差で割れる原因 胃 



〇 


電源コードを持って 
引さ巧くと感電- 
ショート-発乂の原因 

長期間使わないときは、 
電ミ原プラグを抜< 


絶縁劣化による感電 
漏電乂災を防ぐため 


み到〇 


プラグを持つ 


プラグを抜く 


±20 cmtU ± 間を赫ブる 


^ '後ろ 10 cm 似上 

左已 cm 似上 已 cm じ(上 

天面、背面、左ち側面のうち1面を開放する。 

已面を囲む設置はしない。 

* 上記寸法を離してを、調理物の油や蒸気で、 
壁び巧れたり、結露することびあります。 


お手入れは本体が 
冷めてか!5巧う 


やけどを防ぐため 



〇 

本体を;令ます 


本体の上に物を置かない 


Q 

禁止 


食品カス•油-煮汁をつけたまま 
放置したり、加熱しない 


加熱しすぎて、変形-焦げ 
発乂の原因 


•付着したとさは、必ず而さ取る。 
(特にち側面の電波出□、ドア、庫内、ラッチ) 

火花-発煙-発乂-故障-サビの原因 

今「お手入れ」28ページ 


0 

f 、 禁止 


ご使用の前に 安全のために必ずお{マり<ださい 
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A を意 


回転アミの上に魚や肉を置いたり、 
バター、ジャムを塗ったノくンを 
焼かなぃ 


油脂などが底面に落ち、発乂の原因 


禁止 


ドアに物をはさんだまま使わない 


電波ちれよる障害の原因 


0 

禁止 


ドアに無理な力を加えない 

本体が倒れ、 

けが-電波ちれの原因 


Q 

禁止 


飲み物や食品などを加熱しずざない 

•牛乳、生クリーム、粘りや油脂分の多い液 
体、コーヒー、お酒、水、ジュースなど 
突然沸とうして飛び散り(突沸)、やけどの原因 
* 加熱前にスプーンなどでかさ混ぜます。 

* 加熱しすぎたとさは、少し時間をおいてか 
ら取出します。 


Q 


•少量、干物、スナック菓子など 
発煙-発乂の原因 禁止 

* 加熱中はそばを離れないでください。 


食品が燃え出した!5、ドアを開けない 

ドアを開けると空気が入り、乂勢を増す原因 

1 . とりけしを押して、電源プラグを抜く。 

2. 本体から燃えやすい物を遠ざけて、 

鎮火を待つ。 

/鎮火しないときは、水か消火器 
I で消す。 

* そのまま使わずに、必ず販売店に 
点検を依頼してください。 


Q 

ドアを 

開けない 


調理 m 外の目的に使わない 

故障-発煙-発乂の原因 


Q 

禁止 


レンジ加熱のとき 

N 

ビンのふたや栓ははずず 

V fRN 

A 

• 密封性の高い店、たも 常 J ふたをはずす 

(まずす 

容器が破裂して、やけど-けがの原因 

卵は割りほぐず へ , 

、替 

♦ゆで卵や目玉焼さの 
あたためをしない。 ― 

破裂して、やけど-けがの原因 

〇 

害 U りほぐす 

殻や膜のある物は、 A 

割れ目や切れ目を入れる け 

切れ目を 

入れる 

例）ぎんなん•栗•イカ-ソーセージ 
殻や膜が破裂して、やけど-けがの原因 

ラップをはずずとさは 
蒸気の熱に注意ずる 

•また、容器を熱くなっている 
ことびあるので注意する。 

蒸気の熱で、やけどの原因 

〇 

蒸気ま意 

鮮度保持剤（脱酸素剤など）を 
入れたまま加熱しない 

を麵 

[ 発乂の原因 

J 


ヒーター 加熱のとき 


加熱中や加熱後しば5くは、高温部 
(庫内.ドア•本体 • 天面 • 付属品 
など)に触れない 
ただし、操作パネルや 
ドア八ンドルはのぞく 

高温のため、やけどの原因 


接触禁止 


ご使用の前に ま全のために必ずお守りください 
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お願い 


冷えやずい場所や 

蒸気-油のかかる場所に置かない 


本体が結露して、故障の原因 


テレビ，ラジオ • アンテナもちを 
近づけない 


• 4|711^^(上離す。 

画像の乱れ-雑音の原因 


ドアに衝撃を与えない 
加熱中、ドアに水をかけない 

• ドアは急冷したり、ぶつけたり、 
傷つけない。 

直後やその後の調理中に、 

ドアガラスが割れる原因 

付属品を落としたり、急冷しない 


変形-ひび-欠け-割れる原因 


落雷のおそれがあるとさは、 

電源プラグをコンセントか!5抜く 


故障の原因 


使用ずる夺一をまちがえない 


加熱しすぎて、焦げ-発煙-発乂の原因 

• のみをのを あたため で加熱しない。 

突然沸とうして飛び散り（突沸）、やけど 
の原因 


レンジ加熱のとき 


金属容器、金串、アルミホイルなど 
を使わない 

♦アルミで加工したをの（紙やテープなど） 
や、金銀の模様のある容器を使わない。 

乂花 • 発煙 • 発乂 • 故障 • ドアの破損の原因 


生詰、レトルト食品などは 
他の容器に移ず 


乂花-発煙-発乂-破裂を防ぐため 


空のまま加熱しない 

少量や乾燥した物を加熱しずぎない 

•ルさく切った根菜の少量加熱はしない。 

庫内やドアの内側が異常に熱くなり、 
やけど-火花-発煙-発乂-故障の原因 


丸皿にのせる分量は、容器の重さを 
含めて4 kg までにずる 
重し、物は丸皿の中央にのせる 

故障を防ぐため 


ヒーター加熱のとを 


付属品の出し入れは、 

厚手のミトンやななどを使い、 
両手でずる 

やけどを防ぐため 


調理後の付属品は、 

本体や熱に弱し、物の上に置かない 


変形.焦げの原因 


ご使用の前に 安全のために必ずお{マり<ださい 
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各部のなまえ 


ドア八ンドル 


上ヒーター 

/^ステンレスの棒は、 
ヒーター保護のため。ソ 

お祖 M 

強い衝撃を加えない。 
ガラス管の割れの原因。 


電液出 □ 

2力所から電波び出る 
ツイン加熱。 


ちれをつけたまま使わない。 
焦げ-乂巧が出る原因。 


操作パネル 

■►1日ページ 


下ヒーター（内蔵） 


•巧祖 M 

ちれをつけたまま使わない。 
故障の原因。 



庫内な 

加熱中、庫内を 
照らす。 



排気口 

両側面と 
背面上部にある。 


ご使用の前に 各部のなきス本体 
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作パネ J け 


MITSUBISHI 


とりけし丰一 

•キーを押し間違えたと 
さ、途中で加熱をやめ 
たいとをに使つ。 


手動丰一 


吟22〜2目ページ 


>料理に応じて温度- 
時間を設定して使う C 


溫度-仕上がり丰一 

關 

•温度の設定に使う。 


面上び功 

• あたため-自動キーで、 

仕上びりの強弱を調節 
したいときに使う。 
•スタート後2日秒間だけ 
調節でさる。 

@ •••加熱時間び 
離め）約2割増える。 

© •••加熱時間び 
(弱め）約2割減る。, 


時間-グラム丰一 

•時間•グラムの設定に - 
使う。 

V_ J 





10秒. 10 a 


形名 


表示部 

•加熱時間や選んだ機能、 
働いている機能、加熱 
表 7 JV よこを表71\。 

く加熱表示> 


あたため^ 

スタート 

咳たため I 今14〜1日ぺージ 
• 時間設定び不要。 



区夕 一 H 

•加熱をスタートすると 
さに押す。 

* 加熱の途中でドアを開 
けると加熱は中断する。 
続けるときはもう一度 
押す。 

V _ y 


自動丰一 

■ H 目〜19ページ 
• 時間-温度設定び不要。 


自動丰一 

今2日〜リページ 
•グラムを設定するだけ 
で自動で解凍。 

V _ J 


形名により、キーの色、形、イラストび一部 
異なりますび、使い方は同じです。 


自動メニューは、 あたため、 I スト、おべんとう、ミルク、あつたかパン、グラタン （4 メニュー)、 
解凍 （ 2 メニュ ー） で合計11メニューです。 


ご使用の前に操作パみル 
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巧属 品 ■ 


〇 使ラ X 使わない 


r 

付属品 

使い方 

加熱方法 

レンジ 

才ーブン 

グリル 

トースト 

回転アミ 1コ 

♦庫内底部の回転軸に差込む。 

•お手入れのとさ政外は、差込ん 
でお<。 

♦はずすとさは、冷めてから真つ 
すぐ上に引き抜く。 

〇 

〇 

〇 

〇 

丸皿 

(セラミック製） 1コ 

◎ 

•回転アミの上にのせる。 

•巧れたまま使わない。 

焦げつさ-変色の原因。 

♦強い衝撃を加えない。 

ひび-欠け-割れる原因。 

•加熱中や加熱直後は、丸皿に直 
接触れない。 

やけどの原因。 

丸皿や食品を出し入れするとさ 
は、ミトンや厚手の布などを使 

5。 

•食品は、ずらさずに持ち上げて 
取出す。 

丸皿びはずれる原因。 

〇 

〇 

〇 

X 

アース線 1本 

♦本体背面に取付けてある。 

「アースの取付け方」-►4ページ 


取扱説明書/メニュー集（本書）1部 保証書1部 

V _ y 


* オーブン-グ U ル調理時の丸皿の出し入れ用「持ち手」び別売品としてあります。 
馆 品コード： M 18 316 180 U ) 

お買上げの販売店でお買求めください。 

* 付属の丸皿を割つてしまつた場合は、お買上げの販売店でお買求めください。 
付属の丸皿外の皿は使わないでください。故障の原因。 


ご使用の前に巧属品 
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華備（カラ焼ぎ X 


初めてのご使用前に必ずカラ焼をを/ 

• ヒーター加熱時の気になるにおいを抑えるため、最初に庫内の油を焼を切ります。 

煙やにおいび出ますび故障ではありません。窓を開けるか、換気扇を回してください。 


1回転アミを 
I 回転軸に差込む 


おな Ml 

丸皿、包装材、燃えやすい 
紙などは必ず取る。 


P 電源プラグを 
し コンセントに差込む 


つオーブンを押す 


\レ\レ 

凳酵 ijrtc 

つ。 \ fU 
/|\ 

\レ レ 


__ ^ 


A 温度を巧して 
1に加で」に台わせる 



発酵4日む • 1日日〜2加で 
(1日む単做の順に表示。 


C 時間歷马を巧して 
^ no 分」に含わせる 



R スタートを押す 

^ カラ焼きがスタート。 


終了 


終了音び鳴る 


A 注意 

加熱中や加熱後は、高温部（庫内-回転アミ-本体 
天面）に触れない。 

高温のため、やけどの原因。 


(お知らが 

カラ焼きをする前に調理してち、食品には影響ありません。 


ご使用の前に準帰 
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«^无る容器-使无ない容器 g 


〇 使える X 使えない 


容器の種類 

レンジ加熱 

ヒーター 加熱 

耐熱性ガラス容器 

* ただし、ひび、傷のある器を使 4 り、急 > 急;令すると割れることびある。 

耐熱性のない 
ガラス容器 

0受 

•ク U スタルガラス、カットガラス、：*化^スなども使えない。 

耐熱性 

プラスチック容器 

• 耐熱温度び14日む！;上の物び使える。 

* ただし、電波で変質する物、砂糖- 
油分の多い料理など、高温になる食 
品には使スない。 

* ただし、 才^ ル指定のも 
のは使える/ ^ 

その他 

プラスチック容器 

爵(@) 

• 耐熱温度び14日む未満の物、電波で変質する物ち使えない。 

(例：スチ□ール、ポリエチレン、メラミン、ユ U ア、フエノール樹脂など） 

* ただし、スチ□ールトレーは角军凍のみ使える。 

ラップ 

• 耐熱温度び14日で上の物び使える。 

* ただし、砂糖、油分の多い料理など、 
局温になる食品には使スない。 

* ただし、発酵は 儀え る。 

金属容器、金串、金網、 
アルミホイルなど 

終 Q 

* ただし、アルミホイルは電波を反射 
する性質を利用して部分的に使5こ 
とびある。 

(解凍など） 

* ただし、耳/つ手びプラチックの物 
は使かょい^ ノ 

陶器、磁器 

©0 


* ただし、ひび、傷、金銀の模様、内側に色絵のある器は、傷めたり、乂巧が 
出るので使えない。 


漆器、 

竹•木•藤-紙製品 

V 

•こげたり、塗りびはびれたり、ひび割れすることびある。 

* ただし、紙-楊枝-竹串などは料理によっては使ラことびある。 

J 


* 耐熱温度は、容器に表示されている家庭用品品質表示法の表示をご覧ください。 
材質や耐熱温度びわからない容器は使わないでください。 


ご使累前にをスる容器•使えない容器 


3 

一— 












































た の 


食品を入れる 

容器に入れて丸皿にのせる。 


2 


あたためを押す 

加熱がスタート。 



加熱表示を続ける。 


•仕上がりの調節をしたいとさ今 1日ページ 
スタート後、 2 日秒内に 仕上がり® 備め）を選ぶ。 

み 

加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

•もっと熱くしたいとき 

もう一度食品を庫内に入れて あたため を押す。 


お臓— 

■ゆで卵や目玉焼さを作ったり、あたため直したりしない。 

破裂して、やけど-けがの原因。 

■丸皿が熱いとさは、耐熱性のない容器やラップ包装した食品などを 
のせない。とけたり、変形の原因。 

■食品び少量 （1 日日 g 未満）のときは、レンジ強で様子を見なび6加熱する。 


C ぉ知 S せつ 

加熱中など、ドアの内側がくちることがあります。 

ドアの内側に露がつさ、床にたれたとさは、巧でふいてください。 



• ごはん、おかずなどのあたため直しがセンサーのはた6さで自動 
ででさます。 

• 食品の分量は約10日〜加日旨です。冷蔵品はあたたまりにくいた 
め、お好みにより仕上がり@(強め）で加熱してください。 

• 出力加日 W のレンジ加熱です。 

• 手動で加熱する場合の時間のめやす。吟27ページ 



MITSUBISHI 


た 

あ 


自動ふだんの使い方あたため 
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冷凍おにざり 
冷凍ごはん 


下記の食品は 

それぞれのキーであたためる 


■牛乳-酒かん 

■4 ミルク （18 ぺージ） 

(あたためでは 沸騰したり、上手に加熱できない) 
■肉まん-あんまん 
今レンジ強 （27 ページ「あたため」） 

•様子を見なびら加熱 
• 水を振つてから加熱 
(あんび先に熱 < なるのでを意する） 


カラッと仕上げたいとさ 




ごはんらの 

ごはん-ピラフ 

しっとり仕上げたい 
とさは水をふる。 


汁らの （ 1人分） 
みそ汁-すまし汁 • 
スープ 




焼きらの 

焼さ魚•焼さとり 
八ンバーグ 



者を 

煮汁を少しかける。 



しゆうまい 


使う容器は 

■食品の量にあった大ささの、陶器、磁器、耐熱性 
の容器を使ラ。今13ページ 
■密封性の高いふたは使わない。 

変形の原因。 


上手なあたためのコツ 

■食品は高さが均一になるように盛りつける。 
(食品が薄くて、平 S な物のときや少量 （ lOOg 未満) 
のときはレンジ強で様子を見なが6加熱する） 
■加熱の途中で、かさ混ぜや裏返しをする。 


フッ方を瓜たをするた)の I フッノ「か 3 、たをしないもの 


れ容 
巧 、 

びと 

り 

庫巧た/ 
てなわぉ旅 
つ-ゆおた 

散 A は加ぶ 

; ぶ力部た」址 
げき飛{品っ^ 

上ととき食ぴ感 

仕いると、は^ 

り多めのはち^ 

とびたのプ兩_ ノノ 

つ量たもッの 

し分あるラ器巧 

• • • • 


さ 

と 

\n 

心 


の 

ら 

めば煮 
炒その 
菜さ菜 
野焼野 



自動ふだんの使い方あたため 
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1 丸皿をはずし、 

■ 食品を回転アミにのせる 


•就す抑 

丸皿ははずす。 


2トーストを枚数分押ず 


I枚は 1回巧す 


2 枚は 2回巧す 



加熱がスタート。 

表示部は「グリル」び点滅し、 

2 日秒後、残り時間を表示。 

•仕上がり調節をしたいとさ今1 日ページ 

仕上がり ® (弱め）© (強め）を選ぶ。 


加熱終了 

食品を取出す。 


加熱終了音び鳴る 


fc 巧 巧 Ml 

庫内に落ちたパンくずは早めにふさ取る。 

上手なトーストのコツ 

■焼さ色はパンの種類、厚さなどによって異なる 

•お好みに合わないときは 仕上がり ©願め）®備め）で調節する。 
•冷凍パンは 仕上がり @備め）を使う。 


■回転ア S への並べち 


zfxinox 




'] 



q □口 

) 

) 

( 

( 

し 

黑梦 

] 

( 


] 枚 


回転アミ 


2 枚 


(庫内側面にパンが当た S ないよラにする） 



P 

グリル 

し枚 



• 1〜2枚のトーストび、枚数を設定するだけで 
自動ででさます。（グリル加熱です。） 

•時間は約目〜7分です。 

•手動で加熱する場合の時間のめやす。ページ 



MITSUBISHI 


ス 


自動ふだんの使い方 


■ —スト 
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ぶべんとう j 


丸皿を使ラ。 




市販のおべんとラ、レンジ用レトルト食品のあたためび自動 
ででさます。 

食品の分量は約3日日〜加日旨です。 

>出力加日 W のレンジ加熱です。 

>手動で加熱する場合の時間のめやす。ページ 


食品を入れる 


•ぶ 巧 Ml 

■アルミホイル、別容器の調味料は取り除く。 
■スチ□ール容器の場合は、皿に移しかえる。 

■丸皿より容器が大きい場合は、ルさな皿に移す。 


P おべんとうを巧ず 

し 加熱がスタート。 



加熱表示を続ける。 

残り時間は表示しない。 


•仕上がり調節をしたいとさ今1 日ページ 

仕上がり® (弱め）© (強め）を選ぶ。 


加熱終了 

食品を取出す。 


加熱終了音び鳴る 


丸皿が熱いとさは、耐熱性のない容器やラップ包装した食品などを 
のせない。とけたり、変形の原因。 


(お知らが 

加熱中など、ドアの内側がくわることがあります。 

ドアの内側に露びつさ、床にたれたとさは、巧でふいてくださし、。 

上手な加熱のコツ 

冷蔵してあるおべんとうや、おにぎり1コなど 300 g 未満のとさは 
レンジ強で様子を見なび S 加熱する。 


自動ふだんの使い方 おべんとう 
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丸皿を使ラ。 



沸とラ検知機能 

沸とうしたとさ 
には、センサー 
び感知して自動 
的に加熱は終了 
する。 

v_ J 





2 


>牛乳のあたためや酒かんが杯、数を設定するだけで自動ででさます。 
>食品の分量は！〜2杯です。 

>出力加日 W のレンジ加熱です。 

>手動で加熱する場合の時間のめやす。ページ「あたため」 


食品を入れる 


ミルクはマグカツプに、酒はとっくりか耐熱性のコツプに入れ 
て、丸皿にのせる。 


ミルクを杯数分押す 

(酒かんは 仕上がり ©願め）を使う。） 


1杯は 1回巧す 


2杯は 2回巧す 




cm 

JU/JW 

レンジ 

つ 杯 

C 


加熱がスタート。 

表示部は「レンジ」び点滅し、2明少後、残り時間を表示。 

•仕上がりの調節をしたいとさ今1 日ページ 

スタート後、 2(] 秒!;(内に 仕上がり ©願め)®備め）を選ぶ。 


加熱終了 

食品を取出す。 


加熱終了音び鳴る 


上手な加熱のコツ 

■ 1杯分の分量のめやす 

•ミルク=約2日日 mL 1 
(1 mL = 1 cc ) 

• 容器の 7 〜 8 分目をめやすに入れる。 


>酒かん=約 18 日 mL 


■分量に合わせて仕上がり調節を使ラ 

•分量び少ないとき 仕上がり ® (弱め）で調節する。 
•分量び多いとき 今仕上がり® (強め）で調節する。 

■加熱後は 

かき混ぜる。 

■首のほそいとっくりは 

上 1/3 をアルミホイルでおおって、 

しっかりと押さえる。 

■丸皿への並べち 


丸皿 




MITSUBISHI 
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自動ふだんの使い方ミルク 
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ぶったか パン/グラタン . 


丸皿を使ラ。 

〇 


•あつたかパンは、□ールパン、ク□ワッサン、 
調理ノ くンなどをパリつと香ばしく仕上げます。 
(オーブン加熱です。） 

•グラタンは、冷凍グラタンや手作りグラタンび 
自動でこんがり焼けます。（グリル加熱です。） 



食品を入れる 


•就す助！ 

ラップ、ビニール、紙などははずす。 


P あつたかパン 
L を押す 



グラタン 
を巧す 



加熱がスタート。 

表示部は「才ーブン」または「グ IJ ル」び点滅し、加熱表示後、 

残り時間を表示。 （グラタンは 残り時間を表示するまで約 1日 分かかる。） 

•仕上びりの調節をしたいとさ - M 日ページ 

スタート後、 2 日秒(内に 仕上がり® (弱め）@ (強め）を選ぶ。 


加熱終了 

食品を取出す。 


加熱終了音び鳴る 


(ぉ知！5せつ 

冷凍グラタンは仕上がり@ (強め）を使ラ。 -► SS ページ 


-グラタンででさるメニュー- 

•マカ□ニグラタン -►32 ページ 

•冷凍グラタン（オーブン用） ■►32 ページ 
•さけのホイル焼さ 今 33 ページ 

参とりの照り焼さ 今 33 ページ 


* 市販の電子レンジ用グラタンは グラタン では調理でさません。 


自動ふだんの使い方あつたかパン/グラタン 
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> 肉、さしみなどの 半解 凍び グラムを設定するだけで自動でできます。 
>食品の分量は約100〜 800 g です。 

>肉は出力 140 W 相当、さしみは出力12日 W 相当のレンジ加熱です。 
>手動で加熱する場合の時間のめやす。ページ 


食品を入れる 

ラップをはずし、スチ□ールトレーごと丸皿にのせる。 

•就す抑 

ラップ、飾りははずす。 


P 解凍を巧ず 


肉は1回巧ず 


さしみ漁介）は 2回巧ず 




D グラム じ分. 1 OOgI をネ少 . TOgl を押して 

食品の重さをセツトする 



^スタートを巧す 

加熱がスタート。 



12(]秒後、残り時間を表示。 


•仕上がりの調節をしたいとさ 今1日ページ 
スタート後、 2( m 似内に 仕上がり® 願め）®備め）を選ぶ。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


庫内や丸皿が熱いときは、ドアを開けて冷やす。（約1日分） 


お知らせ） 

加熱中はブーンといラ音が出たり、止まったりします。 
これはレンジの動作音です。 


MITSUBISHI 
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自動ふだんの使い方解凍 
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「肉類」（解凍を1回巧す） 

薄切り肉 

冷凍時に、でさるだけ 
重ねないで平らにする。 





とり肉 

^骨付さのちち肉は、細 




i 





い部分にアルミホイル 
を巻く。 


ひを肉 

冷凍時に、薄く平らな 
形に小分けする。 


かたまり肉 

側面にアルミホイルを 
ちく 

仕上がり @ (強め） 

を使う。 



「魚介類」（解凍を2回}甲す） 

まぐろ•切り身魚 

厚さび均一でない場合 
は、薄い部分にアルミ 
ホイルを巻く。 


えび 

冷凍時に、重ねないで 
平らにする。 



—にを 

頭、尾などの細い部分 
にアルミホイルを巻く。 


•就初《 

アル S ホイルを卷< とさは、 

丸皿か6はみ出さないように巻く。 
庫内の壁に触れて、火花の原因。 


ラップ包装のまま解凍ずるとき 




Ml 


^付属の丸皿に直接のせて、 
仕上がり® 願め)を 
使う。 


食器にのせて解凍ずるとき 


7〜 


づップをはずし、 

仕上がり© 願め馆 

使う。 


心 


> 


上手な解凍のコツ 

■冷凍室か6出してすぐに解凍 

溶けかけている物、1日日旨未満の物は、解凍しすぎを 
防ぐため レンジ 弱で様子を見なびら解凍する。 

■ホームフリージングは 

•新鮮な物を選ぶ。 

•飾りや敷さ物は取除く。 

• 1回分(約2日日呂)ずつに分けて、約 3 cmii (内に 
厚さをそろえる。 

•空気を抜さ、ラップなどで密封する。 


■厚みのある物、かたまり肉などは 
側面にアルミホイルを巻く 

側面だけ早く解凍されるのを防ぐことびできる。 
また、 仕上がり @ (強め）を使う。 

■細い部分、薄い部分にはアルミホイルを巻く 

解凍のしすぎを防ぐことびでさる。 

また、薄い物は 仕上びり© 願め）を使う。 

■仕上びりは半解凍 

冷凍しておいた魚や肉の中/こ\び、まだ少し凍って 
いる半解凍の仕上びりになる。 


自動ふだんの使い方解 
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お曲 Ml 

丸皿が熱いとさは、耐 
熱性のない容器やラッ 
プ包装した食品などを 
のせない。とけたり、 
変形の原因。 

(お知らせ） 

■加熱中など、ドア 
の内側びくわるこ 
とがあります。 
ドアの内側に露び 
つさ、床にたれた 
ときは、巧でふい 
て < ださい。 

■レンジ出力調節のた 
め、ブーンといラ音 
が出たり、止まった 
りすることがありま 
す。 


レンジ強/瑪^— 


丸皿を使ラ。 




110抄.10日| 




• レンジ強は、下ごし6えやお料理、手動でのあたためなどに、 
レンジ弱は、煮こみや、手動での解凍などに使います。 

• レンジ強は加日 W 、 レンジ弱は 200 W 相当のレンジ出力です。 
•設定でさる時間は、レンジ強1日秒〜2日分、 

レンジ弱1日秒〜9日分です。 


"1 食品を入れる 

I 食品を丸皿にのせる。 

〇レンジ強/弱を巧ず 

^ 「レンジ強」は1 回巧す 「レンジ弱」は2 回巧ず 




〇時間跑麵 い分 ’ lOOg ] 嘛少 . 103 を押して 

^時間を含わせる 


cnri 

J/JUw 


二 11111 
UJUW 

が P TI 

し分一八 J 砂 


レ ^ 111 nn 

弱 ILMJU 秘 


2日分は分のみを表示。 


4スタートを押す 

f 加熱がスタート。 


2日分(上は分のみを表示。 




残り時間を表示。 

加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


上手な加熱のコツ 

■加熱時間は、食品の量が2倍になると2倍弱になる。 

■加熱時間を短めにし、途中ででさばえを見て調節したり、 

かさ混ぜや裏返しをする。 

■煮こみのとさ 

♦ふさこぼれを防ぐため、必ず深めの耐熱容器を使ラ。 

♦ふたがないとさは、ラップをかける。 

•落としぶたは、耐熱容器よりちひとまわりルさめの皿やオーブンシート 
でちぶい。 


MTSUBSH 


手動お好みの使い方レンジ強/弱 
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野菜の下ごしらえ^ 

レンジ強を使って… (お知らせ） 

加熱中など、ドアの内側がくちることがあります。 
ドアの内側に露がつさ、床にたれたときは、巧でふい 
て < ださい。 



lOOg 二約2分 200 g 二約3分 
300 g 二約4分 


なす 



加熱後、水にさらしてアクを抜く。 


ほうれん草•キャベツ•白菜など 



茎と葉を交互に重ねてラップに 
包む。アクの強い物は、加熱後、 
水にさらしてアクを抜く。 


グ U — ンアスパラガス 



根元の固い部分の皮をむく。穂先と 
根元を交互に重ねてラップに包む。 
加熱後、水にさらして色止めをする。 


根菜•乂の通りにくい物 


1日日 g 二約3分2日日 g 二約3〜4分 
3日日呂二約目分4日日呂二約8分 

じやがいち • をつまいち 



加熱後、約 5 分庫内でむらす。 


かぼちゃ 



大ささをそろえて平らにし、 
ラップに包む。 



皮をむいてラップに包む。 
はじける音びするとさびある。 


細かく切ったもの•少量のとき 


玉ねぎのみじん切 D 



中1コ （200 g ) 二約4分 

ふたをしないで加熱する。 


にんじんのスライス 



中1本 ( lOOg ) 二約8〜10分 

ひたひたの水を入れ、而たをして 
加熱する。 


( :お知らせ） 

薄く切った物、小さく切った 
物（にんじん、ミックスベジ 
タブルなど）の少量加熱は、 
火花が出ることがあります。 
この場合は耐熱容器に入れ、ひ 
たひたの水を加えたり、様子を 
見なが6加熱してください。 


上手な加熱のコツ 

■洗ったあとの水気を残したまま加熱する。 

■厚さや大ささをそろえて加熱する。 

■ブ□ッコリーやカリフラワーは、ル房に分けて太い部分に切りみを入れる。 

■加熱途中で、裏返しやかさ混ぜをすると、加熱ムラが少なくなる。 

■ほうれん草やなすなどアクの強い野菜は、加熱前や加熱後に水にさ6してアクを抜く。 


手動お好みの使い方野菜の下ごし 5 え 
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> オーブン料理に使います。 

>設定できる温嵐ま、発酵4日で • 100〜2加で、 
時間は1日秒〜6日分です。 


食品を入れる 

丸皿に食品をのせる。 


2才—ブンを巧ず 



Q 温度を巧して 
^温度を含わせる 



発酵4日む • 1日日〜2加で 
(1日む単位）の順に表示。 


A 時間返到 い分 ’ loog ] 而ネ少 . 103 を巧して 

■ 時間を含わせる 



2日分!;(上は分のみを表示。 


5 


スタートを押す 

加熱がスタート。 



残り時間を表示。 


•加熱途中で温度を変更したいとさ 

温度® ©を押して、温度を合わせる。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


(お知らせ） 

温度と時間どち6か6でち合わせることがでさます。 


■ 


对ーブ 


广 予熱が必要なとさ 


予熱温度 

1加む 

18日 。 C 

撕日む 

予熱時間 

約3分 

約4分 

約汾 


2〜5の手順で予熱を 
行う。（丸皿、食品は 
入れない。） 


mmma 

庫内温度が下びると、 
仕上がりが悪くなる。 

•予熱途中はドアを 
開けない。 

•予熱後は、できるだけ 
早く食品を入れ、スタ 

^ —卜 ろる。_ ノ 

上手な加熱のコツ 
ガスオーブンや市販の料理ブ 
ックでの作りちの温度や時間 
に合わせた場合、仕上がりが 
よくないことびある。次回か 
S はお好みの仕上がりになる 
ように温度や時間をかえる。 


丸皿を使ラ。 




MITSUBISHI 


手動お好みの使い方才—ブン 
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才ーブン（発醇 X 


丸皿を使ラ。 




、) (ン生地の発酵（40で）に使います。 

(温度の変更はでさません。） 

>設定でをる時間は、1日秒〜6日分です。 


食品を入れる 

丸皿に食品をのせる。 

〇才ーブンを巧す 

発酵 Line 

卜 W /'K 




〇時間歷羣 い分 ’ lOOg ] 而秒 .103 を巧して 

^時間を含わせる 



2日分!;^上は分のみを表示。 


A スター トを押す 

■ 発酵がスタート。 



残り時間を表示。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


手動ぉ賓の使い方才—ブン(発酵) 
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O 時間而巧 (1 分 ’ loog )(10 秒. iog ) を押して 

^時間を台わせる 



二 "-"-/。 C 
JUU 

—in 

グリル 

〔し卜 


2日分(上は分のみを表示。 


スタートを押す 

加熱がスタート。 

残り時間を表示。 



み 

加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


"1 食品を入れる 

I 丸皿に食品をのせる。 

2両面グリルを押す 


グリル 


3 肥 C 

\レ\レ 


が 


i 西面グリ Jim 


丸皿を使ラ。 



♦ グラタンやピザなどの表面に焼さ色をつける料理に 
使います。 

• 3 日日での高温で加熱します。 

(温度の変更、予熱はでをません。） 

• 設定でをる時間は 1 日秒〜 3 日分です。 



MITSUBISHI 


手動お好みの使い方両面グリル 


26 


祖ま動で如熱する場をの時間のめやす> 

•加熱時間は、電源電圧-室温-庫内温度-分量-初期温度などで変化します。 

• 食品の様子を見なが6加熱してください。 


おたため (レンジ強であたためる) 


メニユー 

分量 

加熱時間のめやず 


メニユー 

分量 

加熱時間のめやす 

ごはん 
ピラフ 
しゆうまい 
焼さ魚 
みそ汁 
乂ーフ 
焼さそば 
野菜炒め 
ミルク 
酒かん 

1 人分 0 加吕） 

1 皿脚吕） 

1 日]脚吕） 

1 切 (70 吕） 

1 杯 0 日日 mL ) 

1 杯 (2 日日 mL ) 

1 皿 №0 吕） 

1 皿脚 g ) 

1 杯 (2 日日 mL ) 

1 杯 08 日 mL ) 

約]〜]分 3 日秒 
約 2 分 3 日秒〜 3 分 
約]分 3 日秒〜 2 分 
約]〜]分 1 日秒 
約 2 〜 2 分 3 日秒 
約 2 分 3 日秒〜 3 分 
約 2 〜 3 分 
約 2 〜 3 分 
約 2 分 

約 1 〜 1 分 2 日秒 

野菜の煮ちの 
カレー(ラップ有ら） 
肉まん 
のんまん 

1 皿 (300 呂） 

1 皿の 00 呂） 
l ^( lOOg ) 
l ^( lOOg ) 

約 2 〜 3 分 
約 1 分 30 秒〜 2 分 
約 1 分 
約 1 分 

、ム 

/で 

凍 

じおんうツプ 

カレ-悼 6 
焼就にざり 
ピラフ 
しゅつまい 
肉まん 
のんまん 

1 人分(巧〇呂) 
1 皿の 00 呂） 
喊 

1 皿り日喊 

巧コ (2 巧呂） 
1] (100 呂） 

1](10 喊 

約 2 分 30 秒〜 3 分 
約 5 〜 6 分 
約 2 分 
約 4 〜日分 
約 3 分 30 秒〜 4 分 
約]分 3 日秒〜 1 分 4 日秒 
約 1 分 1 日秒〜 1 分 3 日秒 


おべんとラ (レンジ強で加熱する) 


分量 

加熱時間のめやず 

300 呂 

約]分30秒 

400 g 

約]分30秒〜2分 


グラタン (両面グリルで加熱する) 


分量 

加熱時間のめやず 

常 

温 

] 〜2 ] 

約日分 


解凍 (レンジ弱で解凍する) 


1 mL = 1 CC 


トースト (両面グリルで加熱する) 


分量 

加熱時間のめやず 

常 

旧 

/m 

] 〜2枚 

約6分〜 目 分30秒 


あつたかパン (才ーブン「2日日で」で加熱する) 


分量 

加熱時間のめやす 

、ムが 

/vm 
威温 

1血〜2血 

約2日〜2已分 

、ム 

/で 

凍 

1血〜2血 

約25〜30分 



分量 

加熱時間のめやす 



分量 

加熱時間のめやず 

1 

] 〇〇呂 

約]〜2分 


2. 

] 〇〇呂 

約]〜2分 

1 . 

肉 

200 g 

約3〜4分 


さ 

し 

み 

200 g 

約2〜3分 


3 日 Og 

約4〜已分 



300 g 

約3〜4分 


こんなときは手動で加熱ずる憂口の時巧のめやず 
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お手入れ 


お手入れのときには安全のため、次のことを必ずお守りください。 


A 警告 


電源プラグを抜く 

• めれた手で抜差ししない。 

感電-けがの原因 


C 


プラグを抜く 


•谢潮《 

■ずぐに、こまめにお手入れ 

巧れたままでは巧れび落ちにくくなつ 
たり、火花•煙-さび-腐食-ドアの 
ひび-割れの原因。 


必汪意 


本体が冷めてか！5行う 


やけどを防ぐため 

け 

V 

本体を;令ます， 


■巧やスポンジと、うずめた台所用中性洗剤を使い、 

次の物は使わない 

傷-さび-ドアのひび-割れの原因。 

>みびさ粉、クレンヴー（丸皿のみ使える。） バ^云夕? 


■本体の周囲ら清潔に 


>金属タワシ、スポンジのナイ□ン面など 
>アルカ U 性や酸性の洗剤 
>揮発性の溶剤や薬品 
オーブンク IJ ーナー-な油•ガソリン- 
べンジン- シンナーなど 


ナイ□ン面 


一本化 • 唐内 

かた < 絞つ た柔ら かい巧でふ< 

巧れびひどいときは、 うずめた台所用中性洗剤を 使う。必ず、洗剤をよくふさ取る。 
* 巧れをふさ取った跡び残りますび、ご使用上さしつかえありません。 


庫内 

脱臭抗菌ブラックコーティングびして 
あり、ヒーターの高温で自動的ににお 
いをやわらげる。 

コーティングを長持ちさせるために固 
い物でこすらない。柔らかい布でふく。 

* 巧:菌効果はフィルム密着法により、 
㈱ 曰本食品分析センター、牡)京都微 
生物研究所で確認したちのです。 

r ラッチ 

ミちれをつけたまま使わない。故障の原因。 


f 上ヒーター 

金属タワシなどで強く 
こすらない。 

強い衝撃を加えない。 
ガラス管の割れの原因。 



向観 

■ドア-操作パネル 

油巧れを残さない。 

ひび-割れの原因。 

うずめた台所用中性洗剤を 

使ラ。 

■吸気 □ -► a ページ 

性能を維持するため、ほこ 
りびつかないよラに、乾い 
/こ布で定期的にふく。_ , 


電波出 □ (カバー） 


底面 

回転ア S をはずしてふく。回転アミを 
はずすときは、真つすぐ上に弓怯抜く。 


ミちれをつけたまま使わない。焦げ-乂巧の原因。 

金属タワシ、めれた布などで強くこすらなし、 

傷 • 破れの原因。 

* 汚れびひどく落ちなし化きは、販売店にご相談のうえ、 
電波出□のカノ (一を交換してください馆料)。 


付属品 


スポンジなどでこまめに洗い、水気をふく 

•巧れはすぐにふさ取る。 

•丸皿の落ちにくい巧れは、クレンヴーでこすり落とす。 
丸皿は、巧れたままで加熱すると落ちにくくなり、 
焦げつさ-変色の原因。 


金属タワシなどでこす S ない 

傷-割れ-火花の原因。 
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マ J んなときはお手入れ 
























































故障かな？と思ったら 


修理など依頼される前に取扱説明書をよくお読みの上、次の点をお調べください。 




こんな場合は故障ではありません。 

キーを巧してを 
作動しない 

• 電源プラグび抜けていませんか。 

•配電盤のヒューズびとんだり、ブレーカーび落ちていま 
せんか。（電流容量不足） 

• ドアは確実に閉まっていますか。 

食品が加熱をれない 

• レンジ加熱のとき、食品び金属容器-アルミホイルなど 
でおおわれていませんか。 

•自動夺 一、 スタートを 押し忘れていませんか。 

•表示部に「デモ」び表示されていませんか。 

店頭展示用（デモ）モードになっています。 

キーを押してを加熱されません。 

►電源プラグを抜いて数秒後に再度差込んでくださ 
し、「デモ」び消え、デモモードび解除されます。 

义巧が出る 

•金•銀模様の容器、針金など金属を使った容器を使用し 
ていませんか。 

•庫内の壁にアル S ホイル、金串など金属び触れていませ 
んか。 

•食品の量びさわめて少な<ありませんか。今のページ 

•電波出□、庫内底面に巧れびついていませんか。 

今28ページ 


煙が出たり、 

いやなにおいがずる 

•カラ焼さをしましたか。今にページ 


庫内の油を焼さ切るため、煙やにおいび出ますび、故 
障ではありません。 


♦庫内やドアの内側に食品カス、油などびついていませんか。 
►庫内のにおいび気になるとさは、巧れを而さとった 
後でカラ焼さをしてください。今12ページ 

調埋のでを上がりが悪い 

♦ メニューの材料、分量、作り方を確認してください。 

•加熱中、ひんぱんにドアを開閉しませんでしたか。 

• 他の料理ブックを使った場合、でさ上がりび多少異なる 
ことびあります。 


こんなときは 故障かな？と思つたら 
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※付属品のお買求めは、お買上げの販売店にご相談ください。 
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1ソ上のことをお調べになって、それでも不具合があるときは使用を中止し、必ず電源プラグを 
抜いてください。 

故障のが況と表示部の英数字 ( E 0 ， PC など）を、お買上げの販売店にご連絡ください。 


ご連描いただをたい内容 


1.品 名 

形 名 

お買上げ曰 
故障の状況 
ご住所 


(オーブンレンジ） 

(R0- ) 

(年月日） 
(できるだけ具体的に） 
(付近の目印などち） 


お名前-電話番号-訪問希望曰 





こんな場合は故障ではありません。 

加熱中、加熱後に 
音がずる 

• 加熱中にカチカチする音は、加熱をコント□ール（制御） 
している音です。 

•レンジ加熱中、「ブーン」「ジイージイー」等の音は、 
レンジの動作音で故障ではありません。 

•熱による膨張、収縮でポコツ、キシキシという音び出 
ることびあります。 


加熱中に音-庫巧なの 
明るをが変化ずる 

• 6 日 Hz のときは断続運転となるため、レンジの動作音-庫内 
好の明るさび周期的に変化します。 

丸皿、回乾アミがちちに回る 

•回転ち向は一定ではなく、左ちどちらにを回ります。 

表示がチカチカずる 

• 表示部に r デモ」び表示されていませんか。 

店頭展示用（デモ）モードになっています。 

キーを押してを加熱されません。 

►電源プラグを抜いて、数秒後に再度差込んでくださ 
し、「デモ」び消え、デモモードび解除されます。 

表示部が<をる 
ドアがくをり、 tK 滴が落ちる 

V 

•冬場やメニューにより、ドアの内側や表示部びくをること 
びあります。 

► ドアの内側に露びつき、床にたれたときは、布で而いて 
<ださい。 


こんなときは 故障かな？と思つたら 



































仕様 


外お寸法（単位 mm) 


正面図 


475 


280 


390 


側面図 


3己己， 355 


24己 

※付属品については11ページをご覧ください。 ^ 

※目日相 (1300W) 時は断続運転となるため、消費電力量は如 Hz (900W) 時と同じです。 

調理時間ち同じです。 

※レンジ出力2日日 W 〜12日 W 相当は、5日 Hz • 6日 Hz にかかわらず、断続運転となります。 

※空焼さ防止のため、このオーブンレンジの巧日での温度での運転時間は約12分間です。 

その後は自動的に2日日むに切換わります。 

※この商品は日本国内専用で、外国では使用できません。また、アフターサービスもできません。 


電 源 

交流1 日日 V 加 Hz /6 日 Hz 共用 

電子レンジ 

消費電力刷 Hz / 目 OHz ) 

900 W /1300 W 

高周波出力 

自動：加日 W . 12日 W 相当. 140 W 相当 

手動：加 日 W . 2 日日 W 相当 

発振周波数 

2450 MHz 

才ーブン 

消費電力 

1100 W 

温度調節 

4日で（発酵）-10日〜2加で 

グリル 

消費電力 

1100 W 

トーストキー 

消費電力 

1100 W 

「0」表示のとき 

消費電力 

1.5 W 

寸 法 

外形 

幅47日 X 奥行3日日 X 高さ 280 mm 

庫内（有効） 

幅300 X 奥行310 X 高さ1加 mm 

ターンテーブル 
饥皿）直径 

27日 mm 

質 量 

14 kg 


才 

I 

ブ 

ン 

レ 

ン 

心け 


This appliance is designed for domestic use in japan only and cannot be used in any other country. 


愛情点検 


• 長年ご使用の 
才ーブンレンジ • 
電子レンジの点検を/ 


熱、湿気、ホコリなどの影響や、使用の度合いにより部品 
が劣化し、故障したり、時にはち全性を損なって事故につな 
がることらありまず。 


口 



• 電源コードやプラグび異常に熱い。 

このような 

• コゲくさい臭いがする。 

症状はあ0 

• 製品に触れるとビリビリと電気を感じる。 

ませんか 

• 自動的に切れないとさがある。 


•その他の異常•故障がある。 




故障や事故防止のため 

ご使用 

電源、プラグを抜いてか 

中止 

6、必ず販売店にご相 


談ください。 


MITSUBISHI 
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